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１．はじめに 
 2010 年以降、中国、台湾、韓国の公開特許、登録特許の動向を公報発行日（公開日、

登録日）から収集しています。出願動向という観点からは出願日基準でデータを収集す

る方が好ましいのですが、出願日基準の情報はデータベースの収録が更新されるたびに

変化します。 
 そこで公報発行日である公開日、登録日を基準に収録を確認したものを毎年 1 月末に

前年末までのもの（今回は 2023 年公開、登録情報）を取得して特許出願人ランキング

を確認しています。 
  
 全体の出願人ランキングなどを見てみても、分野別の出願動向などと違ってあまり得

るところもなさそうですが、それでも今までランキング上位になかったところが急遽大

量の出願を始めた、などと驚かされることがあります。 
何しろ中国特許の場合には前年まで数百件の出願があったところが一気に 2000 件、

3000 件を超える出願があることもあります。 
 
また、これまで名前を聞いたことがないような出願人が上位に食い込んでくるなども

確認されています。単に前年の出願人についてデータを更新するだけでなく、これら新

規出願人についての把握もしています。 
もちろん、このような新規出願人の出願分野など出願内容の解析にも興味注がれると

ころですが、それらは一応置いておき、ひたすらランキング情報の修正のための情報を

収集しています。 
 
２．2023 年中国公開特許・登録特許情報の更新 

公開特許については 547 の出願人、登録特許については 340 の出願人について 2023
年公開特許、登録特許を検索してランキングを修正しました。 

データの収集は内外国関係なく取得していますが、今回は内国出願人公開 TOP20、
外国出願人公開 TOP12 をそれぞれ表１と表２に紹介しています。 

外国出願人も切りよく TOP10 でもよかったのですが、次節以降に紹介するように外

国出願人 No.11 に 2021 年以降、公開を始めた LG NEW ENERGY（LG 新能源）があ

ったために追加しました。LG NEW ENERGY も全体から見たら 116 番目となります。 
 
 



もちろん、後述するように毎年把握している出願人以外にも見逃している出願人や出

願人名の変更で気づかないで見過ごしている出願人もあると思うので気は抜けません。 
WEB 情報なども参考にしながら確認していますが、日本の出願人でさえ社名変更な

どをフォローするのは難しく、中国の出願人については尚更です。 
 

表１．中国内国出願人の公開特許ランキング TOP20 

 
表２．外国出願人の公開特許ランキング TOP12 

 

 表には、英名と日本名を示しましたが、中国簡体字の異表記を考慮して検索しており、

英名もここに示す以外に複数の異表記が充てられていることもあります。 
 2023 年公開特許 1000 件以上は 151 社（この内、大学は 81）、2000 件以上は 72 社(大
学は 35)、3000 件以上は 45 社(大学は 20)と、大学が約半数の出願をしています。 



表３．中国内国出願人の登録特許ランキング TOP20 

 
 

表４．外国出願人の登録特許ランキング TOP10 

 
 
表注： 
 表１および表２に示した国家電網や中国科学院、人民解放軍などのような国家機関は

前にも紹介したように多くの下部組織があります 1)。 
「国家電網」も国家電網単体だけでなく、国网江苏省电力など国网と付く各地の電力

会社や国网智能电网研究院などは含んでいますが、国网を冠していない广东电网

(5056/2563)、南方电网(3658/1514)など各地の電力会社は独立して抽出しています。 
（カッコ内は 2023 年公開特許/登録特許数です） 

 

 



中国科学院も中国科学院大连化学物理研究所のように「中国研究院」を冠する出願人

名は抽出していますが、中国医学科学院や各省の医学科学院、广東省科学院など各省の

科学院、四川省農業科学院など各省の農業科学院、創新研究院、科学研究院など国立の

研究機関と思われるものも「中国科学院」を冠していないものは別出願人として抽出し

ています。 
「人民解放軍」も人民解放軍を冠する出願人名のみです。 

 
３．出願推移で変化の大きい出願人 
1) 2020 年以降、公開特許が大きく増加している出願人 

 
 
2) 2020 年以降、公開特許が大きく減少している出願人 

 
 
3) 2020 年以降、登録特許が大きく増加している出願人 

 
 
4) 2020 年以降、登録特許が大きく減少している出願人 

 
 
４．公開・登録推移 

国家機関でもある上位３出願人を除いたいくつかの主な出願人（内国出願人/外国出



願人別）について各年で出願されたものがいつ公開に、あるいは登録になっているかを

2015 年出願特許と 2020 年出願特許で調べてみました。 
 
内国出願人の多くは早期公開制度を利用して公開が早く、ひいては登録も早くなって

いるのではないか、という推測を確認してみたいと思いました。逆に外国出願人は早期

公開制度をほとんど利用していないので公開、登録が遅くなっているのではと想定しま

した。 
 
 表５と６に内国および外国出願人の 2015 年出願特許の公開、登録推移を、表７と８

に 2020 年出願特許の公開、登録推移を示しました。2015 年出願分は出願から現在(2023
年末)では 8 年～9 年後の推移ですが、2020 年出願分は出願から 3 年～4 年と短すぎる

感はありましたが早期公開していれば何らかの情報が得られるのでは、と思いました。 
 表ではなくグラフの方が視認しやすいかとも思いましたが、少ない数値は埋没してし

まうので敢えて数字で示しました。 
 

表５．2015 年出願特許内国出願人の公開、登録推移 

 
表６．2015 年出願特許外国出願人の公開、登録推移 

 



表７．2020 年出願特許内国出願人の公開、登録推移 

 
表８．2020 年出願特許外国出願人の公開、登録推移 

 
表注： 

左列にそれぞれの出願年の公開数/登録数全数を右列には各公開/登録年にそれぞれ何

件公開/登録になったかを示しました。 
 
表 5 では、HUAWEI の公開が BOE 他の出願人に比べて遅くなっており、それに伴

い、登録も遅れているように見えます。TENCENT の 2015 年出願のほとんどは 2017
年までに公開になっていますが、登録は HUAWEI 同様、出願から５年～６年のものも

多くなっています。 
表７の 2020 年出願分では TENCENT が出願と同年（2020 年）に登録になっている

ものが多くなっているのが目立ちます。 
 
  



５．超早期公開・登録の状況 
出願から 6 か月以内に公開になるものが全出願の７０％前後になっていることや出

願から 6 か月以内に登録になるものが増えつつあることは既に紹介しました 2) 。 
2022 年出願分の出願 7 か月～12 か月に公開、登録になったデータも新たに収集でき

ましたので再掲の形になりますが紹介します。 

 
図 1．早期公開特許     図２．早期登録特許 

 
図３．超早期公開特許     図４．超早期登録特許 

 
 全体の動向では出願から 1 年以内に登録となる登録特許が増えています。今回は

2015 年出願分と 2020 年出願分について、出願から 1 年以内の超早期公開および超早

期登録状況を内国上位企業 4 社、上位 3 大学、外国企業４社について確認しました。 

 



図５．2015 出願超早期公開  図６．2020 年出願超早期公開 
 

 
 図７．2015 出願超早期公開  図８．2020 年出願超早期公開 
 
 2015 年に出願されたものが 1 年以内にどの程度公開になっているかを図５と図７に、

2020 年出願については図６と図８に示しました。 
 ぱっと見た感じ内国では、华为技术(HUAWEI)は早期公開に関してはそれほど関心な

く、以前から早期公開に積極的な京东方科技(BOE)が 2015 年出願、2020 年出願共に３

～５か月で公開となっています。 
 腾讯科技(TENCENT)については 2015 年出願では積極的でなかったようですが、

2020 年出願では３～６か月公開と積極的です。 
 大学からの出願は概して早期公開が積極的ですが、2015 年に比べ 2020 年出願はそ

の傾向が強くなっているような気もします。 
 
 他方、外国勢では三星电子(SAMSUNG ELECTRONICS)と丰田自动车(TOYOTA 
MOTOR)が 2015 年出願、2020 年出願共に７～８か月の公開でいくらか出願している

ようですが、高通股份(QUALCOM)にいたっては無関心、三菱电机(MITSUBISHI 
ELECTRIC)、苹果公司(APPLE)がわずかに、という状況です。 
 早期公開に熱心なのは内国の出願人で、外国出願人は積極的ではありません。早期公

開請求には各省の地方政府の事前許可が必要であったりしますので、その点が若干の障

碍になっているのかもしれません。 
 
 次に、超早期登録の状況を上記内国出願人について確認し、早期公開が早期登録とリ

ンクしているかについても見てみましょう（外国出願人出願が 1 年以内に登録になるケ

ースは極めてまれですので）。 
 



 
 図９．2015 出願超早期登録  図１０．2020 年出願超早期登録 
 
 2015 年出願では出願から 1 年以内の登録はほとんどないようですが、2020 年出願分

では、特に腾讯科技(TENCENT)や大学の登録が顕著になっています。早期公開に積極

的な京东方科技(BOE)も 1年以内登録となると極めて少ない状況です。 

 
６．出願特許の無効状況 
 仮に早期の登録を目的に早期公開するとした場合に、早期に審査に着手してもらえて

もその後の対応で無効となるのでは意味がありません。 
そこで、上記１２出願人について出願後の審査状況も含めた無効化率のようなことも

把握してみようと 2015 年出願分について日本版 CNIPR の有効・無効の機能を使って

無効化率を算出し、さらにその無効理由についても調べてみました。 
 概して大学は大量の出願はするけれど無効も多いのではないかと予想しましたが、

少々当てが外れてしまいました。 
表９．2015 年出願特許の無効状況（内国） 

 



 京东方科技(BOE)と小米科技(XIAOMI)の拒絶率が高いのは驚きです。 

表の右端の「終止」は法律状態情報で専利権終止とされているものですが、内容につい

ては捕捉していません。 
 

表１０．2015 年出願特許の無効状況（外国） 

 
 高通股份(QUALCOM)の見做取下率も高い。 
 
７．出願人ランキングと出願人名変更 
 表１～表４で紹介している出願人ランキングは公報発行年（公開年、登録年）でデー

タを取得しているので検索直近年で収録数が減少している場合には出願人名変更など

が考えられます。 
出願年基準で検索する場合には公開または登録までに多少のタイムラグがあるため

に直近のデータが減少しているかの様相を呈することが多いので注意が必要です。した

がって、公報発行年基準のデータか出願年基準のデータかを明らかにしておくことが重

要です。 
 

 かつて 2012年～2014年に毎年 3000件以上を出願していた鸿海精密工业(HON HAI 
PRECISION)も中国出願の TOP 10 に入っていましたが、2023 年には 200 件台にまで

減らして 300 位以下となっています。このように事業を縮小してる場合や事業譲渡な

どにより新社名でスタートしている出願人もあります。 
 東芝から独立して事業を始めた東芝メモリー(东芝存储器)がキオクシア(铠侠)に社名

変更したり、昭和電工が日立化成を吸収して昭和電工材料としてスタートしたかと思え

ば、昨年(2023 年)4 月には昭和電工と共にレゾルナックに社名を変更したりしています

が、このように予想もできない社名に変えられてはお手上げです。 
 
 日本の出願人の名称変更でさえもフォローできないのに中国の出願人名変更まで手

が回らないのが現状です。出願人名を変更したことが考えられる場合には新出願人名を



探し出して、しばらくの間は新旧社名でデータを確認する必要があります。 
 

表１１．出願人名変更による修正 

 
（出願年基準による出願推移：2023/2/10） 
 
 次回は、中国出願の日本の出願人名変更を中心に議論したいと思います。 
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以上 


